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コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進におけるコーディネーターの役割に
ついて理解を深め、地域学校協働活動を継続・発展させる力を身に付けることを目的として実施
しました。講義、演習では、「『地域のたから』を学びに活かす」という考え方と持続可能な活
動にしていくための仕組みについて、体験を通して学びました。

・20年後の未来を作るのは、今の子ども達という言
葉にドキッとしました。大事な仕事をしていると
改めて感じました。

・コミュニティ・スクールの取り組みは、将来の地
域づくりに貢献できることであると改めて認識し
ました。

・「子どもの未来」のため、未来を作る子どもたち
を育てるために、学校と地域が同じ方向を向いて
取り組む重要性を強く感じました。

・講師の熱量に感化されました。

A（有意義） 93％
B（どちらかといえば有意義） 7％
C（どちらかといえば有意義でない） 0％
D（有意義でない） 0％

共通の目標に向かって、お互いが遠慮せずに物を
言い、形骸化しない持続可能な仕組みを作っていく
ためには、「カリキュラム」という共通の物差しの
存在がとても大きいと思いました。

岩手県立生涯学習推進センター

【講義】「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の
一体的推進におけるコーディネーターの役割」

【演習】「地域のたから」を学びに活かす9年間
～持続可能な活動にしていく仕組み作り～

実 施 日 ：令和５年２月16日

実 施 場 所 ：県立生涯学習推進センター

受 講 者 数 ：53名

講義では、学習指導要領や「社会に開かれた教育課程」等、大事なことな
のに分かりにくい話題に対し、自身のコーディネーター体験の話を関連させ
ながら、具体的にとても分かりやすくお話しいただいたので、今、コミュニ
ティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進が求められていることにつ
いて、様々な立場の受講者が理解を深めていました。

また、学校の管理職が代わっても、地域の特色を活かした地域学校協働活動を持続可能なものにし
ていくためには、「カリキュラム」という物差しをもつことが大事になるというお話もありました。
受講者は演習で、地域学校協働活動をカリキュラムに落とし込む体験をし、地域学校協働活動がカリ
キュラムの中に可視化されることで気付くことが多くありました。さらに、活動の実際について情報
交流することで、一体的推進にむけてやるべきことの見通しをもつことができました。

講師
文科省CSマイスター

竹原和泉氏

隣のグループと共有

カリキュラムに落とし込む


